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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バインダー樹脂、架橋性モノマー、光重合開始剤、着色剤及び溶媒を含み、前記着色剤
が、下記一般式（Ｉ）で表されるトリアリールメタン系染料であるカラーフィルター用着
色組成物。
【化１】

（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、各々独立に水素原子、置換基を有していて
もよいアルキル基又は置換基を有していてもよいアリール基のいずれかを示し、Ｒ1とＲ2
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、Ｒ3とＲ4、及びＲ5とＲ6のいずれかは、結合して環構造あるいは複素環構造の一部を形
成していてもよい。式中のＸはアリーレン基を含む二価の炭化水素基を示し、Ｙは水素原
子の少なくとも一部がフッ素原子に置換されているアルキル基、Ｒ7はアルキル基である
。）
【請求項２】
　前記一般式（Ｉ）におけるＸがアリーレン基である請求項１に記載のカラーフィルター
用着色組成物。
【請求項３】
　前記一般式（Ｉ）におけるＸがアリールアルキレン基である請求項１に記載のカラーフ
ィルター用着色組成物。
【請求項４】
　前記一般式（Ｉ）におけるＹがパーフルオロアルキル基である請求項１～３のいずれか
に記載のカラーフィルター用着色組成物。
【請求項５】
　前記一般式（Ｉ）におけるＲ5が水素原子であり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、及びＲ6が各々
独立に炭素数１～２０のアルキル基である請求項１～４のいずれかに記載のカラーフィル
ター用着色組成物。
【請求項６】
　Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、及びＲ6がすべて同一である請求項５に記載のカラーフィルター
用着色組成物。
【請求項７】
　Ｒ7が炭素数１～４のアルキル基である請求項１～６のいずれかに記載のカラーフィル
ター用着色組成物。
【請求項８】
　基板上に少なくとも着色層を備えてなり、該着色層が請求項１～７のいずれかに記載の
カラーフィルター用着色組成物を用いて形成したものであるカラーフィルター。
【請求項９】
　請求項８に記載のカラーフィルターと対向基板と、前記カラーフィルターと前記対向基
板との間に形成された液晶層とを有する液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラーフィルター用着色組成物及びそれを用いたカラーフィルター、並びに
表示装置に関し、特に、耐熱性、耐光性が高く、かつ着色層の基板への密着性が高いカラ
ーフィルター用着色組成物、それを用いたカラーフィルター及び表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶や電界発光（ＥＬ）表示装置に、カラーフィルターが用いられることがある。該カ
ラーフィルターは、基板に着色層を積層した構造を有し、該着色層には、耐熱性、耐光性
が求められている。
　着色層に用いる材料としては、トリアリールメタン系染料が知られており、熱や光への
耐久性を向上させるために、トリアリールメタン染料の対アニオンに芳香族スルホン酸を
用いたものが提案されている（例えば、特許文献１～３参照）。
【０００３】
　中でも特許文献１では、芳香族スルホン酸の芳香環に光重合性の官能基を導入し、含有
する光重合性樹脂および架橋性モノマーに化学結合を形成することで耐久性を向上させて
いる。より具体的には、トリアリールメタン系色素単量体又は該色素単量体を重合して得
られる重合体と、対アニオンとして光反応性基を持つ芳香族スルホン酸を有し、バインダ
ーとして樹脂を含有するカラーフィルター用として好適な感光性着色組成物が提案されて
いる（特許文献１参照）。この感光性着色組成物によれば、耐光性、耐熱性、及び透明性
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の優れたカラーフィルター用感光性着色組成物が得られるとしている（特許文献１、段落
０００８参照）。
　しかし、芳香族スルホン酸を対アニオンにもつトリアリールメタン染料は、プロピレン
グリコールモノメチルエーテルアセテート（ＰＧＭＥＡ）などのエステル系溶媒やアクリ
ル酸樹脂及び架橋性モノマーへの溶解性に乏しいため、均一なインキ組成物を与えず、た
とえ溶液にできても塗膜中で染料が析出するため、染料の特徴である高い透過性を損なっ
てしまうなどの課題があり、カラーフィルター用着色剤としての仕様を十分に満たしてい
ないために未だ実用に至っていない。
　また、特許文献２には、特定構造のトリアリールメタン染料と対アニオンとして芳香族
スルホン酸イオンとを有する着色剤を含む組成物が記載されているが、基板との密着性や
耐光性が十分ではなかった。
【０００４】
　一方、トリアリールメタンなどカチオン性染料の耐久性を向上する手段として、対アニ
オンにイミド酸イオンを用いることが特許文献３に開示されている。当該対アニオンにイ
ミド酸を用いたトリアリールメタン系染料は、ＰＧＭＥＡなどのエステル系溶媒やアクリ
ル酸樹脂および架橋性モノマーへの高い溶解性を示し、均一な塗膜を与える。また芳香族
スルホン酸イオンを対アニオンにもつトリアリールメタン系染料に比べ染料そのものの耐
久性も優れ、カラーフィルター用着色染料として有望である。
　しかしながら、イミド酸を用いたトリアリールメタン系染料をアクリル酸樹脂、及び架
橋性モノマー、光重合性開始剤と溶媒とを混合した組成物は、露光感度が低下するととも
に現像時の溶解性が乏しいといった問題があった。
【０００５】
　また、染料や顔料を塗膜中に固定化し、十分な耐熱性を得るために、アルコキシシラン
などの金属アルコキシドを導入することが提案されている（例えば、特許文献４及び５参
照）。例えば、特許文献５では、ゾル－ゲル法を用いて、金属－酸素結合からできた重合
体の網目構造の中に顔料が包接されているか、又は顔料が金属－酸素結合からできた重合
体に化学結合した着色膜を得ることができるために、有機溶媒等によって顔料が溶出する
ことがないとされている（特許文献５、段落００２８参照）。
【０００６】
　また、バインダーポリマー、架橋性モノマー、光重合開始剤、着色剤としての染料、及
び光架橋性官能基と脱水重合反応によりシロキサン結合を生成する反応基を有するシラン
化合物を含有するカラーフィルター用着色剤組成物が提案されている（特許文献６参照）
。このカラーフィルター用着色剤組成物は、着色剤として染料を使用して、透明性、着色
性に優れ、かつ高耐久性を有するとされている（特許文献６、段落０００４参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第４２６６６２７号明細書
【特許文献２】特開２００８－３０４７６６号公報
【特許文献３】特開２００７－５０３４７７号公報
【特許文献４】米国特許第４９４８８４３号公報
【特許文献５】特開平６－３０８３１４号公報
【特許文献６】特開２０００－４７０２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　以上のように、従来のトリアリールメタン系染料を用いた着色組成物では、耐熱性はあ
る程度確保できるものの、耐光性については十分でなく、しかも製版プロセスの際に露光
感度が低く硬化不良となり、現像溶解性が低いという問題があった。
【０００９】
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　ところで、液晶ディスプレイに使用されるカラーフィルターでは、配向膜が必須の構成
要件であり、配向膜としてポリイミドの膜を使用することが多い。ポリイミド膜は、その
製造過程で溶媒として、通常、Ｎ－メチルピロリドン（以下「ＮＭＰ」と省略する。）が
用いられるが、カラーフィルターに接する形で該ポリイミド膜が用いられる場合に、該カ
ラーフィルターが、ＮＭＰに対する耐性を有することが求められる。カラーフィルターと
して、従来用いられる顔料分散レジストを使用する場合には、このような問題は生じない
が、染料を用いる系では、染料がＮＭＰに溶出する性質を有することは、非常に大きな問
題であり、ＮＭＰに接した場合であっても、染料が膜中に固定化されていることが要求さ
れる。
【００１０】
　また、染料を液晶カラーフィルター用着色材として用いる場合にはその着色塗膜が十分
な電気信頼性を有することが求められる。染料はそれ自身が液晶層中に入り込み、液晶層
中を移動することにより、該液晶層に印加された電圧を一定期間中保持することを妨げる
。特に酸性染料や塩基性染料などイオン性の染料を用いる場合には、染料が液晶層に溶出
する性質を有することは、結果的にカラー液晶表示装置の表示不良が発生してしまうため
、染料が膜中に固定化されていることが要求される。
　なお、電気信頼性は、硬化性着色組成物を用いて液晶セルを作製した場合の電圧保持率
により評価することができ、電気信頼性が高いとは該電圧保持率が高いことをいう。
【００１１】
　上述の特許文献３に開示されるカチオン性染料は、レジストを十分に硬化させても染料
の溶媒や液晶への溶出を抑制することができず、カラーフィルター用の着色組成物として
用いることはできない。
　また、上述の特許文献１及び４～６に開示される、対イオンにアルコキシシランなどの
金属アルコキシドを導入したカチオン性染料は、膜中に染料が固定化されており、有機溶
媒に染料が流出し難いものとはなっているが、ＮＭＰや液晶に対する耐性という点では不
十分であり、さらなる改良が必要であることが、本発明者らの検討により明らかとなった
。
【００１２】
　すなわち、本発明は、上記の課題を解決するためになされたものであって、電気化学的
、熱的に安定なだけでなく、光に対する耐久性に優れ、有機溶媒や樹脂への良好な溶解性
をも両立できるとともに、ＮＭＰに対する耐性と電気信頼性の高いカラーフィルター用着
色組成物、それを用いたカラーフィルター及び表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明者は、上記課題を解決するため鋭意検討した結果、トリアリールメタン系染料に
おける対アニオンを、特定のアルコキシシラン基を導入したスルホニルイミド酸イオンと
することにより、耐熱性を維持しつつ、有機溶媒や樹脂に対する溶解性と耐光性とを両立
させることができるとともに、ＮＭＰに対する耐性を向上させ、さらには高い電気信頼性
が得られることを見出し、本発明を完成させた。
　すなわち、本発明は、
（１）バインダー樹脂、架橋性モノマー、光重合開始剤、着色剤及び溶媒を含み、
　前記着色剤が、下記一般式（Ｉ）で表されるトリアリールメタン系染料であるカラーフ
ィルター用着色組成物、
【００１４】
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【化１】

【００１５】
（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、各々独立に水素原子、置換基を有していて
もよいアルキル基又は置換基を有していてもよいアリール基のいずれかを示し、Ｒ1とＲ2

、Ｒ3とＲ4、及びＲ5とＲ6のいずれかは、結合して環構造あるいは複素環構造の一部を形
成していてもよい。式中のＸはアリーレン基を含む二価の炭化水素基を示し、Ｙは水素原
子の少なくとも一部がフッ素原子に置換されているアルキル基、Ｒ7はアルキル基である
。）
【００１６】
（２）前記一般式（Ｉ）におけるＸがアリーレン基である上記（１）に記載のカラーフィ
ルター用着色組成物、
（３）前記一般式（Ｉ）におけるＸがアリールアルキレン基である上記（１）に記載のカ
ラーフィルター用着色組成物、
（４）前記一般式（Ｉ）におけるＹがパーフルオロアルキル基である上記（１）～（３）
のいずれかに記載のカラーフィルター用着色組成物、
（５）前記一般式（Ｉ）におけるＲ5が水素原子であり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、及びＲ6が
各々独立に炭素数１～２０のアルキル基である上記（１）～（４）のいずれかに記載のカ
ラーフィルター用着色組成物、
（６）Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、及びＲ6がすべて同一である上記（５）に記載のカラーフィ
ルター用着色組成物、
（７）Ｒ7が炭素数１～４のアルキル基である上記（１）～（６）のいずれかに記載のカ
ラーフィルター用着色組成物、
（８）基板上に少なくとも着色層を備えてなり、該着色層が上記（１）～（７）のいずれ
かに記載のカラーフィルター用着色組成物を用いて形成したものであるカラーフィルター
、及び
（９）上記（８）に記載のカラーフィルターと対向基板と、前記カラーフィルターと前記
対向基板との間に形成された液晶層とを有する液晶表示装置、
を提供するものである。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、電気化学的、熱的に安定なだけでなく、光に対する耐久性に優れ、有
機溶媒や樹脂への良好な溶解性をも両立でき、かつＮＭＰに対する耐性が高く、優れた電
気信頼性を有するカラーフィルター用着色組成物、それを用いたカラーフィルター及び液
晶表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の液晶表示装置を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
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　以下に、本発明の実施の形態について詳細に説明するが、本発明は以下の実施の形態に
限定されるものではなく、その要旨の範囲内で種々変形して実施することができる。
＜カラーフィルター用着色組成物＞
　本実施形態のカラーフィルター用着色組成物は、バインダー樹脂、架橋性モノマー、光
重合開始剤、着色剤及び溶媒を含み、該着色剤が下記一般式（Ｉ）で表されるトリアリー
ルメタン系染料であることを特徴とする。
【００２０】
【化２】

【００２１】
　上記式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、各々独立に水素原子、置換基を有して
いてもよいアルキル基又は置換基を有していてもよいアリール基のいずれかを示し、Ｒ1

とＲ2、Ｒ3とＲ4、及びＲ5とＲ6のいずれかは、結合して環構造あるいは複素環構造の一
部を形成していてもよい。式中のＸは二価の炭化水素基を示し、Ｙは水素原子の少なくと
も一部がフッ素原子に置換されていてもよいアルキル基、Ｒ7はアルキル基である。
【００２２】
（着色剤）
　まず、本実施形態における着色剤について説明する。
　本実施形態における着色剤は一般式（Ｉ）で示されるトリアリールメタン系染料である
が、一般式（Ｉ）の前記Ｒ1～Ｒ6におけるアルキル基としては、飽和アルキル基、不飽和
アルキル基、及びシクロアルキル基が挙げられ、これらは、アリール基、アルキルオキシ
基、アリールオキシ基、アシルオキシ基、ハロゲン原子、アシルアミノ基、アルキルオキ
シカルボニル基、アミノカルボニル基、ヒドロキシ基及びシアノ基等の置換基を有してい
てもよい。
　より具体的には、該アルキル基は直鎖または分岐若しくは環状のアルキル基でもよく、
例えば、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｎ－ブチル基、ｎ－アミル基、ｎ－ヘキ
シル基、ｎ－ヘプチル基、ｎ－オクチル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシ
ル基、ｎ－ドデシル基、ｎ－トリデシル基、ｎ－テトラデシル基、ｎ－ペンタデシル基、
ｎ－ヘキサデシル基、ｎ－ヘプタデシル基、ｎ－オクタデシル基、ｎ－ノナデシル基、ｎ
－エイコサニル基、ｉ－プロピル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｉ－ブチル基、ｔ－ブチル基、
１－メチルブチル基、１－エチルプロピル基、２－メチルブチル基、ｉ－アミル基、ネオ
ペンチル基、１，２－ジメチルプロピル基、１，１－ジメチルプロピル基、ｔ－アミル基
、１，３－ジメチルブチル基、３，３－ジメチルブチル基、２－エチルブチル基、２－エ
チル－２－メチルプロピル基、直鎖または分岐のヘプチル基、１－メチルヘプチル基、２
－エチルヘキシル基、１，５－ジメチルヘキシル基、ｔ－オクチル基、分岐したノニル基
、分岐したデシル基、分岐したウンデシル基、分岐したドデシル基、分岐したトリデシル
基、分岐したテトラデシル基、分岐したペンタデシル基、分岐したヘキサデシル基、分岐
したヘプタデシル基、分岐したオクタデシル基、直鎖または分岐のノナデシル基、直鎖ま
たは分岐のエイコサニル基、シクロプロピル基、シクロプロピルメチル基、シクロブチル
基、シクロブチルメチル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘキシルメチ
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ル基、シクロヘプチル基、シクロオクチル基、シクロヘキシルプロピル基、シクロドデシ
ル基、ノルボルニル基、ボルニル基、シス－ミルタニル基、イソピノカンフェニル基、ノ
ルアダマンチル基、アダマンチル基、アダマンチルメチル基、１－（１－アダマンチル）
エチル基、３，５－ジメチルアダマンチル基、キヌクリジニル基、シクロペンチルエチル
基、ビシクロオクチル基が好ましく挙げられる。
【００２３】
　前記Ｒ1～Ｒ6におけるアリール基としては、フェニル基、ナフチル基、ビフェニレニル
基、アセナフテニル基、フルオレニル基、アントラセニル基、アンスラキノニル基、ピレ
ニル基、及び複素環基が挙げられ、これらはアルキル基、アルキルオキシ基、アリールオ
キシ基、ハロゲン原子、ニトロ基、シアノ基、ヒドロキシ基、置換カルバモイル基、置換
スルファモイル基、置換アミノ基、置換オキシカルボニル基、置換オキシスルホニル基、
アルキルチオ基、アリールスルホニル基、及びフェニル基等の置換基を有していてもよい
。
【００２４】
　より具体的に、例えば置換基を有するフェニル基としては、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－メ
チルフェニル基、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－エチルフェニル基、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－プ
ロピルフェニル基、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－イソプロピルフェニル基、ｏ－、ｍ－もしく
はｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル基、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－アミノフェニル基、ｏ－、
ｍ－もしくはｐ－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）フェニル基、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－ニト
ロフェニル基、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－ヒドロキシフェニル基、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－
メトキシフェニル基、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－エトキシフェニル基、ｏ－、ｍ－もしくは
ｐ－（トリフルオロメチル）フェニル基、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－（トリフルオロメトキ
シ）フェニル基、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－（トリフルオロメチルスルファニル）フェニル
基、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－フルオロフェニル基、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－クロロフェニ
ル基、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－ブロモフェニル基、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－ヨードフェニ
ル基、３，４－もしくは３，５－ジメトキシフェニル基、５－フルオロ－２－メチルフェ
ニル基、３，４，５－トリメトキシフェニル基または２，４，５－トリメチルフェニル基
などが挙げられる。
　また、例えば置換基としてアルキル基を有するアリール基としては、ベンジル基、４－
メトキシフェニルエチル基、３－メトキシフェニルエチル基、２－メトキシベンジル基、
３－メトキシベンジル基、４－メトキシベンジル基、２－エトキシベンジル基、２－メチ
ルベンジル基、３－メチルベンジル基、４－ｔｅｒｔ－ブチルベンジル基、２－（トリフ
ルオロメチル）ベンジル基、３－（トリフルオロメチル）ベンジル基、４－フルオロベン
ジル基、３－ヨードベンジル基、４－（トリフルオロメトキシ）ベンジル基、３－（トリ
フルオロメトキシ）ベンジル基及び４－（トリフルオロメチルスルファニル）ベンジル基
などが挙げられる。
【００２５】
　さらに、前記一般式（Ｉ）中、Ｒ1とＲ2、Ｒ3とＲ4、及びＲ5とＲ6のいずれかは、結合
して環構造あるいは複素環構造の一部を形成していてもよく、環としては、例えば、ピペ
リジン、モルホリン、ピロリジン、ピペラジン、ヘキサメチレンイミン等が挙げられる。
このようなＲ1Ｒ2Ｎ－、Ｒ3Ｒ4Ｎ－、及びＲ5Ｒ6Ｎ－で表される置換基として、例えば、
ピロリジノ基、ピペラジノ基、モルホリノ基、Ｎ－エチルピペラジンノ基、ジメチルアミ
ノ基、ジエチルアミノ基、ジプロピルアミノ基、ジブチルアミノ基、Ｎ－エチル－Ｎ－イ
ソブチルアミノ基、Ｎ－エチル－ベンジルアミノ基、ジアミルアミノ基、ジヘキシルアミ
ノ基、ジオクチルアミノ基、Ｎ－エチル－Ｎ－テトラフルフリルアミノ基、ジベンジルア
ミノ基などが挙げられる。これらの中でも、５員環及び６員環が好ましい。
【００２６】
　これらの中でも、Ｒ5が水素原子であり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4及びＲ6が各々独立にアル
キル基であることが色素製造のし易さの点で好ましく、該アルキル基は炭素数１～２０で
あることが好ましく、１～１０であることがより好ましく、エチル基及びメチル基である
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　また、前記のようにＲ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4及びＲ6は各々異なっていても同一であっても
よいが、色素構造の観点からはすべて同一であることが好ましい。
【００２７】
　一方、対アニオンであるアルコキシシラン基を導入したスルホニルイミド酸イオンにお
いて、上述のように、Ｘは二価の炭化水素基であり、Ｙは水素原子の少なくとも一部がフ
ッ素原子に置換されていてもよいアルキル基であり、Ｒ7はアルキル基である。
　Ｘで表わされる二価の炭化水素基としては、特に制限はなく、例えば炭素数１～１０の
直鎖又は分岐を有するアルキレン基、炭素数６～２０のアリーレン基、炭素数７～２０の
アリールアルキレン基などが挙げられる。具体的には、アルキレン基としては、メチレン
基、エチレン基、ｎ－プロピレン基、イソプロピレン基、各種ブチレン基などが挙げられ
、アリーレン基としては、フェニレン基、ナフチレン基などが挙げられる。また、アリー
ルアルキレン基としては、アリールメチレン基、アリールエチレン基、アリールプロピレ
ン基などが挙げられる。これらのうち、炭素数７～１０のアリールアルキレン基が原料の
入手および製造上の容易さの点から好ましく、特にアリールメチレン基、アリールエチレ
ン基、アリールプロピレン基が好ましい。
　なお、アリールアルキレン基では、オルト体、メタ体及びパラ体があるが、立体障害が
ないとの観点から、パラ体であることが好ましい。
【００２８】
　次に、Ｙを構成するアルキル基としては、前記Ｒ1～Ｒ6におけるアルキル基と同様のも
のが挙げられ、水素原子の一部がフッ素原子に置換されていてもよい。特に炭素数が１～
３であり、水素原子の一部又は全部がフッ素原子に置換されたフッ化アルキル基が好まし
く、中でもすべての水素原子がフッ素原子に置換されているパーフルオロアルキル基がイ
ミド酸の酸性度を高め染料の安定性を向上させる点で特に好ましい。
　具体的には、例えば、トリフルオロメチル基、ジフルオロメチル基、フルオロメチル基
、ペンタフルオロエチル基、２，２，２－トリフルオロエチル基、２－フルオロエチル基
、３，３，３－トリフルオロプロピル基、３－フルオロプロピル基等を挙げることができ
る。
　また、Ｒ7はアルキル基であり、炭素数１～４のアルキル基であることが好ましく、特
にメチル基であることが好ましい。複数あるＲ7は同一でも異なってもよいが、製造上の
容易さの点から、同一であることが好ましい。
【００２９】
　前記一般式（Ｉ）で表されるトリアリールメタン系染料としては、例えば、下記例示化
合物（１）～（３）で示される化合物が挙げられる。なお、ここでＭｅはメチル基を意味
する。
【００３０】
【化３】

【００３１】
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【化４】

【００３２】
【化５】

【００３３】
　前記例示化合物（１）～（３）のように、一般式（Ｉ）におけるＲ5が水素原子であり
、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4及びＲ6がアルキル基である例示化合物が好ましく、さらにＲ1、Ｒ
2、Ｒ3、Ｒ4及びＲ6がすべて同一である例示化合物（１）が特に好ましい。
【００３４】
　一般式（Ｉ）で示されるトリアリールメタン系染料は、既知の方法で合成することがで
きる。合成法としては、例えば「総説合成染料」（堀口博著、三共出版、１９６８年）に
記載の方法が参考になる。
　対アニオンが、下記式で示される色素は、例えば対アニオンがＣｌ-で示される色素に
、対応するスルホニルイミド酸を加え、塩交換を行うことにより合成することができる。
【００３５】



(10) JP 5664005 B2 2015.2.4

10

20

30

40

50

【化６】

【００３６】
具体的には、対アニオンがＣｌ-で示される色素を反応溶媒に溶解し、対応するスルホニ
ルイミド酸を加え、攪拌した後、沈殿を濾過により取り出すことにより合成できる。スル
ホニルイミド酸の添加量としては、例えば１～３等量程度である。反応溶媒としては、例
えば、水；メタノール、エタノール、２－プロパノール等のアルコール系溶媒；あるいは
それらの混合溶媒が挙げられ、反応温度としては例えば０℃から４０℃が好適である。
【００３７】
　また、当該着色剤としては一般式（Ｉ）で示されるトリアリールメタン系染料のほかに
有機顔料を含んでいてもよい。ここで用い得る有機顔料としては、具体的には、例えば、
Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、１５：３、１５：４、１５：６、６０などの青色顔料；
Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、１９、２３、２９、３２、３６、３８などのバイオ
レット色顔料などが挙げられる。中でも、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッドバイオレット２３、
Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３、１５：６から選ばれる少なくとも一つの顔料を含有
していることが好ましく、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６を含有していることが特に
好ましい。これらの顔料は、単独でも、２種以上を混合して用いてもよい。
【００３８】
　前記有機顔料は、必要に応じて、ロジン処理、酸性基又は塩基性基が導入された顔料誘
導体などを用いた表面処理、高分子化合物などによる顔料表面へのグラフト処理、硫酸微
粒化法などによる微粒化処理、又は不純物を除去するための有機溶剤や水などによる洗浄
処理、イオン性不純物のイオン交換法などによる除去処理などが施されていてもよい。
　有機顔料は、粒径が均一であることが好ましい。また、顔料分散剤を含有させて分散処
理を行うことで、顔料が溶液中で均一に分散した状態の顔料分散液を得ることができる。
　前記の顔料分散剤としては、例えば、カチオン系、アニオン系、ノニオン系、両性、ポ
リエステル系、ポリアミン系、アクリル系などの界面活性剤などが挙げられ、単独でも２
種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００３９】
（バインダー樹脂）
　本実施形態に使用するバインダー樹脂は、特に限定されないが、耐熱性、現像性、入手
性等の観点から選ばれることが好ましい。また、アルカリ可溶性であることが好ましい。
　アルカリ可溶性のバインダー樹脂としては、線状有機高分子重合体で、有機溶媒に可溶
で、弱アルカリ水溶液で現像できるものが好ましい。このような線状有機高分子重合体と
しては、側鎖にカルボン酸を有するポリマー、例えば特開昭５９－４４６１５号広報、特
公昭５４－３４３２７号公報、特公昭５８－１２５７７号公報、特公昭５４－２５９５７
号公報、特開昭５９－５３８３６号公報、特開昭５９－７１０４８号公報に記載されてい
るようなメタクリル酸共重合体、アクリル酸共重合体、イタコン酸共重合体、クロトン酸
共重合体、マレイン酸共重合体、部分エステル化マレイン酸共重合体等があり、また同様
に側鎖にカルボン酸を有する酸性セルロース誘導体が有用である。この他に水酸基を有す
るポリマーに酸無水物を付加させたもの等やポリヒドロキシスチレン系樹脂、ポリシロキ
サン系樹脂、ポリ（２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート）、ポリビニルピロリド
ンやポリエチレンオキサイド、ポリビニルアルコール等も有用である。
【００４０】
　また、上記アルカリ可溶性のバインダー樹脂は、親水性を有するモノマーを共重合した
ものであってもよく、この例としては、アルコキシアルキル（メタ）アクリレート、ヒド
ロキシアルキル（メタ）アクリレート、グリセロール（メタ）アクリレート、（メタ）ア
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クリルアミド、Ｎ－メチロールアクリルアミド、２級および３級のアルキルアクリルアミ
ド、ジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリレート、モルホリン（メタ）アクリレート
、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、ビニルイミダゾール、ビニルトリ
アゾール、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、分岐または直鎖
のプロピル（メタ）アクリレート、分岐または直鎖のブチル（メタ）アクリレート、フェ
ノキシヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート等が挙げられる。
　その他親水性を有するモノマーとしては、テトラヒドロフルフリル基、燐酸、燐酸エス
テル、４級アンモニウム塩、エチレンオキシ鎖、プロピレンオキシ鎖、スルホン酸および
その塩、モルホリノエチル基等を含んだモノマー等も有用である。
【００４１】
　また架橋効率を向上させるために、重合性基を側鎖に有してもよく、アリル基、（メタ
）アクリル基、アリルオキシアルキル基等を側鎖に含有したポリマー等も有用である。こ
れらの重合性基を含有するポリマーの例を以下に示すが、ＣＯＯＨ基、ＯＨ基、アンモニ
ウム基等のアルカリ可溶性基と炭素－炭素不飽和結合が含まれていればこれらに限定され
ない。
　ＯＨ基を有する例えば２－ヒドロキシエチルアクリレートと、ＣＯＯＨ基を含有する例
えばメタクリル酸と、及びこれらと共重合可能なアクリル系若しくはビニル系化合物等の
モノマーとの共重合体に、ＯＨ基と反応性を有するエポキシ環と炭素－炭素不飽和結合基
を有する化合物、例えばグリシジルアクリレートのような化合物を反応させて得られる化
合物等が使用できる。ＯＨ基との反応ではエポキシ環の他に酸無水物、イソシアネート基
およびアクリロイル基を有する化合物も使用できる。また特開平６－１０２６６９号公報
、特開平６－１９３８号公報に開示されるエポキシ環を有する化合物にアクリル酸のよう
な不飽和カルボン酸を反応させて得られる化合物に、飽和若しくは不飽和多塩基酸無水物
を反応させて得られる反応物も使用できる。
【００４２】
　ＣＯＯＨ基のようなアルカリ可溶化基と炭素－炭素不飽和基とを併せ持つ化合物として
は、例えばダイヤナールＮＲシリーズ（三菱レイヨン（株）製）、Ｐｈｏｔｏｍｅｒ６１
７３（ＣＯＯＨ基含有Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ ａｃｒｙｌｉｃ ｏｌｉｇｏｍｅｒ、Ｄ
ｉａｍｏｎｄ Ｓｈａｍｒｏｃｋ Ｃｏ．， Ｌｔｄ．製）、ビスコートＲ－２６４、ＫＳ
レジスト１０６（いずれも大阪有機化学工業（株）製）、サイクロマーＰシリーズ、プラ
クセル ＣＦ２００シリーズ（いずれもダイセル化学工業（株）製）、Ｅｂｅｃｒｙｌ３
８００（ダイセルユーシービー（株）製）などが挙げられる。
【００４３】
　また、本実施形態に用いるバインダー樹脂としては、アルカリ可溶性フェノール樹脂も
用いることができる。該アルカリ可溶性フェノール樹脂は、本実施形態のカラーフィルタ
ー用着色組成物をポジ型の組成物とする場合に好適に用いることができる。アルカリ可溶
性フェノール樹脂としては、例えばノボラック樹脂またはビニル重合体等が挙げられる。
　上記ノボラック樹脂としては、例えばフェノール類とアルデヒド類とを酸触媒の存在下
に縮合させて得られるものが挙げられる。上記フェノール類としては、例えばフェノール
、クレゾール、エチルフェノール、ブチルフェノール、キシレノール、フェニルフェノー
ル、カテコール、レゾルシノール、ピロガロール、ナフトールまたはビスフェノールＡ等
が挙げられる。上記フェノール類は単独若しくは２種以上を組み合わせて用いることがで
きる。上記アルデヒド類としては、例えばホルムアルデヒド、パラホルムアルデヒド、ア
セトアルデヒド、プロピオンアルデヒドまたはベンズアルデヒド等が挙げられる。
　上記ノボラック樹脂の具体例としては、例えば、メタクレゾール、パラクレゾールまた
はこれらの混合物とホルマリンとの縮合生成物が挙げられる。上記ノボラック樹脂は分別
等の手段を用いて分子量分布を調節してもよい。また、ビスフェノールＣやビスフェノー
ルＡ等のフェノール性水酸基を有する低分子量成分を上記ノボラック樹脂に混合してもよ
い。
【００４４】
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　これらの各種バインダー樹脂のなかで、本実施形態に用いるバインダー樹脂としては、
耐熱性の観点から、ポリヒドロキシスチレン系樹脂；ポリシロキサン系樹脂；（メタ）ア
クリル系樹脂、アクリルアミド系樹脂、アクリル／アクリルアミド共重合体樹脂等のアク
リル樹脂が好ましい。また、後述する基板との密着性、現像性向上の観点から、（メタ）
アクリル系樹脂、アクリルアミド系樹脂、アクリル／アクリルアミド共重合体樹脂等のア
クリル樹脂が好ましい。
　なお、上記（メタ）アクリル系樹脂としてはベンジル（メタ）アクリレート、（メタ）
アクリル酸、ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド等から選
ばれるモノマーからなる共重合体、重合性側鎖を有する（メタ）アクリル系樹脂、例えば
、サイクロマーＰシリーズ、プラクセル ＣＦ２００シリーズ（いずれもダイセル化学工
業（株）製）、Ｅｂｅｃｒｙｌ３８００（ダイセルユーシービー（株）製）、ダイヤナ－
ルＮＲシリーズ（三菱レイヨン（株）製）、ビスコートＲ２６４、ＫＳレジスト１０６（
いずれも大阪有機化学工業（株）製）等が好ましい。
【００４５】
　上記バインダー樹脂は、現像性、液粘度等の観点から、重量平均分子量（ＧＰＣ法で測
定されたポリスチレン換算値）が１０００～２×１０5の重合体が好ましく、２０００～
１×１０5の重合体がさらに好ましく、３０００～５×１０4の重合体が特に好ましい。
　また、バインダー樹脂の使用量は、現像性等の観点から、本実施形態のカラーフィルタ
ー用着色組成物中の全固形分に対して１０～９０質量％の範囲が好ましく、２０～８０質
量％の範囲がさらに好ましく、３０～７０質量％の範囲が特に好ましい。
【００４６】
（架橋性モノマー）
　本実施形態における架橋性モノマーは光重合可能であればいずれのものでも使用可能で
あるが、少なくとも１個の付加重合可能なエチレン基を有する、常圧下で１００℃以上の
沸点を持つエチレン性不飽和基を持つ化合物が好ましい。その具体例としては、エチレン
グリコールモノ（メタ）アクリレート、プロピレングリコールモノ（メタ）アクリレート
、フェノキシエチル（メタ）アクリレート等の単官能のアクリレートやメタアクリレート
；エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリメチロールエタントリ（メタ）アク
リレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ
（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエ
リスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アク
リレート、ヘキサンジオール（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（アク
リロイルオキシプロピル）エーテル、トリ（アクリロイロキシエチル）イソシアヌレート
、グリセリンやトリメチロールエタン等の多官能アルコールにエチレンオキサイドやプロ
ピレンオキサイドを付加させた後（メタ）アクリレート化したもの；特公昭４８－４１７
０８号公報、特公昭５０－６０３４号公報、特開昭５１－３７１９３号公報に記載されて
いるようなウレタンアクリレート類；特開昭４８－６４１８３号公報、特公昭４９－４３
１９１号公報、特公昭５２－３０４９０号公報に記載されているポリエステルアクリレー
ト類；エポキシ樹脂と（メタ）アクリル酸との反応生成物であるエポキシアクリレート類
等の多官能のアクリレートやメタクリレート；及びこれらの混合物を挙げることができる
。更に、日本接着協会誌Ｖｏｌ．２０、Ｎｏ．７、３００～３０８頁に光硬化性モノマー
およびオリゴマーとして紹介されているものが挙げられる。
【００４７】
　上記架橋性モノマーとしては、（メタ）アクリルエステル系モノマーが好ましく、４官
能以上の（メタ）アクリルエステル系モノマーが特に好ましい。
　架橋性モノマーの組成物中における含有量は、硬化性等の観点から、全固形分に対して
０．１～９０質量％の範囲が好ましく、１．０～８０質量％の範囲がさらに好ましく、２
．０～７０質量％の範囲が特に好ましい。
【００４８】
（光重合開始剤）
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　本実施形態における光重合開始剤は、上述の重合性を有するモノマーを重合させられる
ものであれば特に限定されないが、特性、開始効率、吸収波長、入手性、コスト等の観点
で選ばれることが好ましい。
　上記光重合開始剤としては、トリハロメチルトリアジン系化合物、ベンジルジメチルケ
タール化合物、α－ヒドロキシケトン化合物、α－アミノケトン系化合物、フォスフィン
オキサイド系化合物、メタロセン化合物、オキシム系化合物、トリアリールイミダゾール
ダイマー、ベンゾチアゾール系化合物、ベンゾフェノン化合物、アセトフェノン化合物お
よびその誘導体、シクロペンタジエン－ベンゼン－鉄錯体およびその塩、ハロメチルオキ
サジアゾール化合物、３－アリール置換クマリン化合物、等が挙げられ、α－アミノケト
ン化合物、フォスフィンオキサイド系化合物、メタロセン化合物、オキシム系化合物、ト
リアリールイミダゾールダイマーからなる群より選ばれる少なくとも一種の化合物を含む
ことが好ましい。
　また上記光重合開始剤としては、分解によって酸を発生しない化合物であることが好ま
しい。
【００４９】
　上記ハロメチルオキサジアゾール化合物等の活性ハロゲン化合物としては、特公昭５７
－６０９６号公報に記載の２－ハロメチル－５－ビニル－１，３，４－オキサジアゾール
化合物等や、２－トリクロロメチル－５－スチリル－１，３，４－オキサジアゾール、２
－トリクロロメチル－５－（ｐ－シアノスチリル）－１，３，４－オキサジアゾール、２
－トリクロロメチル－５－（ｐ－メトキシスチリル）－１，３，４－オキサジアゾール等
が挙げられる。
【００５０】
　トリハロメチル－ｓ－トリアジン系化合物の光重合開始剤としては、特公昭５９－１２
８１号公報に記載のビニル－ハロメチル－ｓ－トリアジン化合物、特開昭５３－１３３４
２８号公報に記載の２－（ナフト－１－イル）－４，６－ビス－ハロメチル－ｓ－トリア
ジン化合物および４－（ｐ－アミノフェニル）－２，６－ジ－ハロメチル－ｓ－トリアジ
ン化合物が挙げられる。
【００５１】
　また、上記α－アミノケトン系化合物としては、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社
製のイルガキュアシリーズ（イルガキュア９０７、イルガキュア３６９）、２－メチル－
１－フェニル－２－モルフォリノプロパン－１－オン、２－メチル－１－［４－（ヘキシ
ル）フェニル］－２－モルフォリノプロパン－１－オン、２－エチル－２－ジメチルアミ
ノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタノン－１等が挙げられる。
【００５２】
　上記オキシム系化合物としては、特に限定されないが、２－（Ｏ－ベンゾイルオキシム
）－１－［４－（フェニルチオ）フェニル］－１，２－オクタンジオン、１－（４－メチ
ルスルファニル－フェニル）－ブタン－１，２－ブタン－２－オキシム－Ｏ－アセタート
、１－（４－メチルスルファニル－フェニル）－ブタン－１－オンオキシム－Ｏ－アセタ
ート、ヒドロキシイミノ－（４－メチルスルファニル－フェニル）－酢酸エチルエステル
－Ｏ－アセタート、ヒドロキシイミノ－（４－メチルスルファニル－フェニル）－酢酸エ
チルエステル－Ｏ－ベンゾアート等が挙げられる。
【００５３】
　これら光重合開始剤には増感剤や光安定剤を併用することができる。
　その具体例としては、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、９－フルオレノン、２
－クロロ－９－フルオレノン、２－メチル－９－フルオレノン、９－アントロン、２－ブ
ロモ－９－アントロン、２－エチル－９－アントロン、９，１０－アントラキノン、２－
エチル－９，１０－アントラキノン、２－ｔ－ブチル－９，１０－アントラキノン、２，
６－ジクロロ－９，１０－アントラキノン、キサントン、２－メチルキサントン、２－メ
トキシキサントン、２－メトキシキサントン、チオキサントン、２，４－ジエチルチオキ
サントン、アクリドン、１０－ブチル－２－クロロアクリドン、ベンジル、ジベンザルア
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セトン、ｐ－（ジメチルアミノ）フェニルスチリルケトン、ｐ－（ジメチルアミノ）フェ
ニル－ｐ－メチルスチリルケトン、ベンゾフェノン、ｐ－（ジメチルアミノ）ベンゾフェ
ノン（またはミヒラーケトン）、ｐ－（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン、ベンゾアント
ロン等や、特公昭５１－４８５１６号公報記載のベンゾチアゾール系化合物等や、チヌビ
ン１１３０、同４００等が挙げられる。
【００５４】
　本実施形態のカラーフィルター用着色組成物には、以上の光重合開始剤の他に、他の公
知の光重合開始剤を使用することができる。
　具体的には、米国特許第２，３６７，６６０号明細書に開示されているビシナールポリ
ケトルアルドニル化合物、米国特許第２，３６７，６６１号明細書および同第２，３６７
，６７０号明細書に開示されているα－カルボニル化合物、米国特許第２，４４８，８２
８号明細書に開示されているアシロインエーテル、米国特許第２，７２２，５１２号明細
書に開示されているα－炭化水素で置換された芳香族アシロイン化合物、米国特許第３，
０４６，１２７号明細書および第２，９５１，７５８号明細書に開示されている多核キノ
ン化合物、米国特許第３，５４９，３６７号明細書に開示されているトリアリールイミダ
ゾールダイマー／ｐ－アミノフェニルケトンの組合せ、特公昭５１－４８５１６号公報に
開示されているベンゾチアゾール系化合物／トリハロメチル－ｓ－トリアジン系化合物等
を挙げることができる。
【００５５】
　光重合開始剤の使用量は、架橋性モノマー固形分に対し、０．０１質量％～５０質量％
の範囲が好ましく、１質量％～３０質量％の範囲がより好ましく、１質量％～２０質量％
の範囲が特に好ましい。光重合開始剤の使用量が０．０１質量％～５０質量％の範囲内に
あると、分子量が低くなりすぎて膜強度が弱くなるのを防止することができる。
【００５６】
（溶媒）
　本実施形態で用いられる溶媒は、組成物の溶解性、塗布性を満足すれば基本的に特に限
定されないが、特に染料、バインダー樹脂の溶解性、塗布性、安全性を考慮して選ばれる
ことが好ましい。
　好適な溶媒としては、エステル類、例えば酢酸エチル、酢酸－ｎ－ブチル、酢酸イソブ
チル、ギ酸アミル、酢酸イソアミル、酢酸イソブチル、プロピオン酸ブチル、酪酸イソプ
ロピル、酪酸エチル、酪酸ブチル、アルキルエステル類、乳酸メチル、乳酸エチル、オキ
シ酢酸メチル、オキシ酢酸エチル、オキシ酢酸ブチル、メトキシ酢酸メチル、メトキシ酢
酸エチル、メトキシ酢酸ブチル、エトキシ酢酸メチル、エトキシ酢酸エチル、３－オキシ
プロピオン酸メチル、３－オキシプロピオン酸エチル等の３－オキシプロピオン酸アルキ
ルエステル類（例えば、３－メトキシプロピオン酸メチル、３－メトキシプロピオン酸エ
チル、３－エトキシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチル）；
【００５７】
２－オキシプロピオン酸メチル、２－オキシプロピオン酸エチル、２－オキシプロピオン
酸プロピル等の２－オキシプロピオン酸アルキルエステル類（例えば、２－メトキシプロ
ピオン酸メチル、２－メトキシプロピオン酸エチル、２－メトキシプロピオン酸プロピル
、２－エトキシプロピオン酸メチル、２－エトキシプロピオン酸エチル、２－オキシ－２
－メチルプロピオン酸メチル、２－オキシ－２－メチルプロピオン酸エチル、２－メトキ
シ－２－メチルプロピオン酸メチル、２－エトキシ－２－メチルプロピオン酸エチル）；
ピルビン酸メチル、ピルビン酸エチル、ピルビン酸プロピル、アセト酢酸メチル、アセト
酢酸エチル、２－オキソブタン酸メチル、２－オキソブタン酸エチル等；
【００５８】
エーテル類、例えばジエチレングリコールジメチルエーテル、テトラヒドロフラン、エチ
レングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、メチルセ
ロソルブアセテート、エチルセロソルブアセテート、ジエチレングリコールモノメチルエ
ーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエ
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ーテル、プロピレングリコールメチルエーテル、プロピレングリコールメチルエーテルア
セテート、プロピレングリコールエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールプロ
ピルエーテルアセテート等；ケトン類、例えばメチルエチルケトン、シクロヘキサノン、
２－ヘプタノン、３－ヘプタノン等；芳香族炭化水素類、例えばトルエン、キシレン等が
好ましい。
【００５９】
　これらのうち、本実施形態に用いられる溶媒としては、３－エトキシプロピオン酸メチ
ル、３－エトキシプロピオン酸エチル、エチルセロソルブアセテート、乳酸エチル、ジエ
チレングリコールジメチルエーテル、酢酸ブチル、３－メトキシプロピオン酸メチル、２
－ヘプタノン、シクロヘキサノン、エチルカルビトールアセテート、ブチルカルビトール
アセテート、プロピレングリコールメチルエーテル、プロピレングリコールメチルエーテ
ルアセテート等がより好ましい。
【００６０】
　本実施形態のカラーフィルター用着色組成物には、必要に応じて各種添加物、例えば充
填剤、上記以外の高分子化合物、界面活性剤、密着促進剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、
凝集防止剤等を配合することかできる。
　これらの添加物の具体例としては、ガラス、アルミナ等の充填剤；ポリビニルアルコー
ル、ポリアクリル酸、ポリエチレングリコールモノアルキルエーテル、ポリフロロアルキ
ルアクリレート等の結着樹脂以外の高分子化合物；ノニオン系、カチオン系、アニオン系
等の界面活性剤；ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリス
（２－メトキシエトキシ）シラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルメチ
ルジメトキシシラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルトリメトキシシラ
ン、３－アミノプロピルトリエトキシシラン、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシ
ラン、３－グリシドキシプロピルメチルジメトキシシラン、２－（３，４－エポキシシク
ロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、３－クロロプロピルメチルジメトキシシラン、
３－クロロプロピルトリメトキシシラン、３－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラ
ン、３－メルカプトプロピルトリメトキシシラン等の密着促進剤；２，２－チオビス（４
－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール等の酸化防
止剤：２－（３－ｔ－ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベン
ゾトリアゾール、アルコキシベンゾフェノン等の紫外線吸収剤；およびポリアクリル酸ナ
トリウム等の凝集防止剤を挙げることができる。
【００６１】
　また、現像除去をしようとする領域のアルカリ溶解性を促進し、現像性の更なる向上を
図る場合には、本実施形態のカラーフィルター用着色組成物に有機カルボン酸、好ましく
は分子量１０００以下の低分子量有機カルボン酸の添加を行うことができる。具体的には
、例えばギ酸、酢酸、プロピオン酸、酪酸、吉草酸、ピバル酸、カプロン酸、ジエチル酢
酸、エナント酸、カプリル酸等の脂肪族モノカルボン酸；シュウ酸、マロン酸、コハク酸
、グルタル酸、アジピン酸、ピメリン酸、スベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ブラ
シル酸、メチルマロン酸、エチルマロン酸、ジメチルマロン酸、メチルコハク酸、テトラ
メチルコハク酸、シトラコン酸等の脂肪族ジカルボン酸；トリカルバリル酸、アコニット
酸、カンホロン酸等の脂肪族トリカルボン酸；安息香酸、トルイル酸、クミン酸、ヘメリ
ト酸、メシチレン酸等の芳香族モノカルボン酸；フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸
、トリメリト酸、トリメシン酸、メロファン酸、ピロメリト酸等の芳香族ポリカルボン酸
；フェニル酢酸、ヒドロアトロパ酸、ヒドロケイ皮酸、マンデル酸、フェニルコハク酸、
アトロパ酸、ケイ皮酸、ケイ皮酸メチル、ケイ皮酸ベンジル、シンナミリデン酢酸、クマ
ル酸、ウンベル酸等のその他のカルボン酸が挙げられる。
【００６２】
＜カラーフィルター及び液晶表示装置＞
　本実施形態のカラーフィルターは、基板上に少なくとも着色層を備えてなり、該着色層
が前記本実施形態のカラーフィルター用着色組成物を用いて形成したものである。
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　本実施形態のカラーフィルターは、前記カラーフィルター用着色組成物を基板上に回転
塗布、流延塗布、ロール塗布等の塗布方法により塗布して着色層を形成し、所定のマスク
パターンを介して露光し、現像液で現像することによって、ネガ型もしくはポジ型の着色
されたパターンを形成することで製造することができる。また、前記カラーフィルターの
製造方法には、必要により上記レジストパターンを加熱および／または露光により硬化す
る工程を含まれていてもよい。
　この際に使用される放射線としては、特にｇ線、ｈ線、ｉ線等の紫外線が好ましく用い
られる。
【００６３】
　上記基板としては、例えば液晶表示素子等に用いられるソーダガラス、パイレックス（
登録商標）ガラス、石英ガラスおよびこれらに透明導電膜を付着させたものや、撮像素子
等に用いられる光電変換素子基板、例えばシリコン基板等や、相補性金属酸化膜半導体（
ＣＭＯＳ）等が挙げられる。これらの基板は、各画素を光学的に隔離するブラックストラ
イプが形成されている場合もある。
　また、これらの基板上に必要により、上部の層との密着改良、物質の拡散防止あるいは
基板表面の平坦化の為に、下塗り層を設けてもよい。
【００６４】
　上記本実施形態のカラーフィルターの製造に用いる現像液としては、本実施形態のカラ
ーフィルター用着色組成物を溶解し、一方、放射線照射部を溶解しない組成物であればい
かなるものも用いることができる。具体的には種々の有機溶媒の組み合わせやアルカリ性
の水溶液を用いることができる。
　上記有機溶媒としては、本実施形態の組成物を調製する際に使用される前述の溶媒が挙
げられる。
【００６５】
　アルカリ性の水溶液としては、例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸ナト
リウム，硅酸ナトリウム、メタ硅酸ナトリウム、アンモニア水、エチルアミン、ジエチル
アミン、ジメチルエタノールアミン、テトラメチルアンモニウムヒドロキシド、テトラエ
チルアンモニウムヒドロキシド、コリン、ピロール、ピペリジン、１，８－ジアザビシク
ロ－〔５．４．０〕－７－ウンデセン等のアルカリ性化合物を、濃度が０．００１～１０
質量％、好ましくは０．０１～１質量％となるように溶解したアルカリ性水溶液が使用さ
れる。なお、このようなアルカリ性水溶液からなる現像液を使用した場合には、一般に、
現像後、水で洗浄する。
【００６６】
　前記本実施形態のカラーフィルターは、有機または無機ＥＬ素子、液晶表示素子やＣＣ
Ｄ等の固体撮像素子に用いることができ、本実施形態の表示装置は、このカラーフィルタ
ーを備えたものである。
　例えば、図１に示すように、本発明の液晶表示装置４０は、得られたカラーフィルター
１０（表示側基板）と、ＴＦＴアレイ基板（液晶駆動側基板）を有する対向基板２０を対
向させ、両基板の内面側周縁部をシール剤により接合すると、両基板は所定距離のセルギ
ャップを保持した状態で貼り合わされる。そして、基板間の間隙部に液晶を満たして密封
し、液晶層３０とすることにより、液晶パネルに属するアクティブマトリックス方式のカ
ラー液晶表示装置が得られる。なお、ここで、本発明のカラーフィルター１０は透明基板
１、遮光部２、及び着色層３を有する。
　また、有機ＥＬ素子の場合は例えば、発光層に本発明のカラーフィルターを積層して用
いることができる。
【実施例】
【００６７】
　以下に、実施例及び比較例を挙げて本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はこれ
らの例により何ら限定されるものではない。
【００６８】
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（１）染料中間体（中間体１）の合成
　磁気撹拌子を入れた２００ｍＬナス型フラスコに、ベーシックブルー７（東京化成工業
（株）製、１０ｇ）、純水（５０ｍＬ）及びメタノール（５０ｍＬ）を入れ、溶液とした
。該溶液に水酸化ナトリウム（関東化学（株）製、０．８２ｇ）を加え、室温で２時間撹
拌した。撹拌を止め、室温で一晩静置した後、析出した赤褐色固体をろ取し、純水で洗浄
した。その後、減圧下乾燥して、赤褐色固体（以下「中間体１」と称する。）を得た（８
．８ｇ、収率９２％、）。
【００６９】
（２）アニオン（中間体２）の合成
　磁気撹拌子をいれ、アルゴンガス置換した１００ｍＬシュレンク型反応管に、ジクロロ
メタン（３０ｍＬ）、トリフルオロメタンスルホンアミド（東京化成工業（株）製、０．
９２ｇ）及びトリエチルアミン（関東化学（株）製、４．２６ｍＬ）を入れた。これらを
撹拌して混合した後、２－（４－クロロスルホニルフェニル）エチルトリメトキシシラン
の５０％ジクロロメタン溶液（ＡＣＲＯＳ社製、３．０ｍＬ）を滴下した。還流管を付し
た後、アルゴンガス気流下、４０℃で１０時間加熱還流した。室温に戻し、減圧下溶媒お
よび過剰量のトリエチルアミンを除き、褐色の油状物（以下「中間体２」と称する。）の
粗生成物を得た。該粗生成物をそのまま、次の反応に用いた。
【００７０】
【化７】

【００７１】
（３）染料（例示化合物（１））の合成
　中間体２の粗生成物が入った反応容器に、メタノール（１５ｍＬ）をいれ溶解させた。
これに中間体１（２．９７ｇ）とメタノール（１５ｍＬ）とを合わせた溶液を加え、室温
にて２時間撹拌した。得られた濃青色溶液を減圧下で溶媒を除いた後、アセトン（１０ｍ
Ｌ）とトルエン（２０ｍＬ）を加え溶液とした。この溶液を純水（３０ｍＬ）で洗浄した
。減圧下溶媒を除き、乾燥させることで例示化合物（１）を得た（３．８ｇ、収率７１％
：２段階）。反応式は下記に示す通りであり、以下、例示化合物（１）を「染料Ａ」と称
する。染料Ａの構造を1Ｈ－ＮＭＲ及び29Ｓｉ－ＮＭＲにより決定した。1Ｈ－ＮＭＲ及び
29Ｓｉ－ＮＭＲのケミカルシフト（ピーク）の帰属は、以下のとおりである。
1Ｈ－ＮＭＲ（重クロロホルム）δ（ＴＭＳ，ｐｐｍ）：８．１８（ｄ，１Ｈ），７．９
６（ｄ，２Ｈ），７．４４－７．１６（ｍ，８Ｈ），６．９３（ｔ，１Ｈ），６．７３（
ｄ，４Ｈ），６．６４（ｄ，１Ｈ），３．５６（ｑ，２Ｈ），３．５４（ｓ，９Ｈ），３
．５３（ｑ，８Ｈ），２．７１（ｍ，２Ｈ），１．４３（ｔ，３Ｈ），１．３０（ｔ，１
２Ｈ），０．９７（ｍ，２Ｈ）。29Ｓｉ－ＮＭＲ（重クロロホルム）δ（ＴＭＳ，ｐｐｍ
）：－４２．９５６．
【００７２】
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【化８】

【００７３】
（カラーフィルター用着色組成物の調製）
　まず、以下の組成からなる感光性透明樹脂組成物を調製した。
・アクリル酸樹脂のＰＧＭＥＡ溶液（有効成分４２質量％、樹脂（ベンジルメタクリレー
ト／メタクリル酸＝６２／３８（質量比））、酸価：７０ｍｇＫＯＨ／ｇ、重量平均分子
量：９０００、ＰＧＭＥＡ＝プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート）：１
８質量部
・多官能アクリレートモノマー（ＳＲ３９９Ｅ、巴化学）：８質量部
・光重合開始剤（２－メチル－１［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モリフォリノプ
ロパン－１－オン（商品名イルガキュア９０７、チバ スペシャルティ ケミカルズ製））
：２質量部
・光増感剤（４，４’－ジメチルアミノベンゾフェノン）：０．２質量部
【００７４】
　次いで、以下の各成分を混合、攪拌して、不揮発成分が３０質量％の着色樹脂組成物（
カラーフィルター用着色組成物）を調製した。
・１０質量％の染料ＡのＰＧＭＥＡ溶液：１０質量部
・感光性透明樹脂組成物：２０質量部
・フッ素系添加剤（メガファックＲ－０８ＭＨ（ＤＩＣ（株）製））：０．０２質量部
・ＰＧＭＥＡ：２質量部
【００７５】
（評価１；ＮＭＰ耐性、耐熱性及び耐光性の評価）
　上記着色樹脂組成物を塗液として、これをスピンコート法によりガラス基板上に塗布し
、８０℃で乾燥させ、塗膜側から高圧水銀灯にて紫外光を１００ｍＪ／ｍ2露光し、硬化
させることより評価用の塗膜を作製した。この塗膜を用いて、以下の方法により、ＮＭＰ
耐性、耐熱性及び耐光性の評価を行なった。
【００７６】
－ＮＭＰ耐性－
　ＮＭＰ耐性評価用のサンプルとしては、高圧水銀灯により露光硬化した後に２３０℃３
０分の加熱をして十分に硬化させた塗膜を用いた。
　ＮＭＰ耐性は、ガラス基板上の該塗膜表面にＮＭＰを１滴たらし、１０秒静置した後ワ
イプ（ガードナー社製　ベンコットリントフリーＡＺ－８）でＮＭＰを拭う。ＮＭＰ滴下
前後での塗膜の分光、すなわちΔＥａｂ値をオリンパス（株）製顕微分光装置ＯＳＰ－Ｓ
Ｐ２００を用いて測定し色差を算出することで評価した。色差が小さいほどＮＭＰによる
溶出が少なく、ＮＭＰ耐性が高いということができる。
【００７７】
－耐熱性－
　塗膜を作製したガラス基板を、該基板面が接するようにホットプレート上に載置し、８
０℃で３分間放置後、高圧水銀灯により２００ｍＪ／ｍ2で露光した。次に、該ガラス基
板を、以下の条件（ａ）又は（ｂ）で処理した。処理前後の色差（ΔＥａｂ値）を上記と
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・条件（ａ）：２００℃で３０分間放置。
・条件（ｂ）：２３０℃で３０分間放置。
【００７８】
－耐光性－
　ガラス基板上の塗膜をそのままの状態（以下「大気下試料」という。）としたものと、
ガラス基板上の塗膜に対して粘着材を塗布したガラス基板を張り合わせたもの（以下、「
酸素遮断下試料」という。）の２つの状態を耐光試験のサンプルとした。
　大気下試料はキセノンランプ（アトラス社製Ｃｉ４０００ウェザメータ、内側フィルタ
ー：赤外線吸収コーティング（ＣＩＲＡ）、外側フィルター：ソーダライム、波長３００
ｎｍ以下をカット）を用い、４２０ｎｍの波長で、照度を１．２ｍＷ／ｍ2として、５時
間照射（２１ｋＪ／ｍ2相当）した後、前記耐熱性評価と同様にしてΔＥａｂ値を測定し
た。
　酸素遮断下試料については、照射時間を７０時間（３００ｋＪ／ｍ2相当）に変えたこ
と以外は、大気下試料の照射条件と同様にしてΔＥａｂ値を測定した。
【００７９】
（評価２；電気信頼性の評価）
－電圧保持率の測定－
　層構成として、ガラス基板／ＩＴＯ（酸化インジウムスズ）電極／上記着色樹脂組成物
からなる塗膜／液晶／ＩＴＯ電極からなる測定用セルを準備し、下記の条件で電圧保持率
測定システム（ＶＨＲ－１Ａ型、（株）東陽テクニカ製）を用いて電圧保持率を測定した
。
（条件）
ＩＴＯ電極間距離 ：５μｍ
印加電圧パルス振幅 ：５Ｖ
印加電圧パルス周波数：６０Ｈｚ
印加電圧パルス幅 ：１６．６７ｍｓｅｃ
　なお、上記着色樹脂組成物からなる塗膜は具体的には下記方法で作製した。
（塗膜の作製方法）
　上記着色樹脂組成物を、ガラス基板のＩＴＯ電極側に、スピンコーターで塗布し、プリ
ベークを行って膜厚２．０～２．４μｍの塗膜を形成した。次いで、塗膜に３６５ｎｍ、
４０５ｎｍ及び４３６ｎｍの各波長を含む紫外線を６０ｍＪ／ｃｍ2の露光量で所定のパ
ターン状に照射した。その後、０．０４質量％水酸化カリウム水溶液を用いて現像し、純
水で１分間洗浄して乾燥し、基板のポストベークを行って上記着色樹脂組成物からなる塗
膜を作製した。
　この評価で、電圧保持率が８０％以上であると電気信頼性が高いと評価できる。
【００８０】
比較例１
　実施例１における染料の合成において、中間体２をビス（トリフルオロメタンスルホニ
ル）イミド酸に変更したこと以外は、実施例１と同様にして染料を得た。該染料は、以下
に式（４）として記載する化合物であり、以下「染料Ｂ」と称する。実施例１と同様に評
価した結果を第１表に示す。
【００８１】
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【化９】

【００８２】
【表１】

【００８３】
　第１表の結果に示すように、対アニオンとしてアルコキシシラン基を導入したスルホニ
ルイミド酸イオンを用いた実施例１のトリアリールメタン系染料は、耐熱性、耐光性が良
好であり、かつＮＭＰ耐性及び電圧保持率が高いことがわかる。一方、本発明とは異なる
トリアリールメタン系染料を用いた比較例では、２００℃での耐熱性は良好であるものの
、２３０℃での耐熱性や大気下ならびに大気遮断下での耐光性が不十分であり、特にＮＭ
Ｐ拭取性及び電圧保持率に劣るため、液晶ディスプレイに使用されるカラーフィルターに
用いることは困難である。
【産業上の利用可能性】
【００８４】
　本発明のトリアリールメタン系染料は、ＮＭＰ耐性に優れるため、液晶ディスプレイに
使用されるカラーフィルターに好適である。その上、有機溶剤に対する溶解性に優れ、良
好な耐熱性、耐光性を有するため、各種パターンの形成、配線パターン等の永久パターン
の形成や、柱材、リブ材、スペーサー、隔壁等の構造部材の製造などに好適に用いること
ができ、特に高精細な配線パターンの形成に好適に用いることができる。
【符号の説明】
【００８５】
１　透明基板
２　遮光部
３　着色層
１０　カラーフィルター
２０　対向基板
３０　液晶層
４０　液晶表示装置
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              Ｃ０９Ｄ　　１１／００　　　　
              Ｇ０２Ｂ　　　５／２２　　　　
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３３５　　
              ＣＡｐｌｕｓ／ＲＥＧＩＳＴＲＹ（ＳＴＮ）
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